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昼食の食器準備に壁みがき、作業室床のぞうきんがけ 

   
敷地内の草取りに 門のそうじ 

    
給食にはかかせない！お米の購入、 ベランダ掃除、 タオル干し           

   
それぞれの得意分野を活かして・・・いつもありがとうございます！！ 
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「Ｔ・Ｄ・Ｓ・Ｎ （Tanpopo Daily Support News） ４6」 

～それぞれの仕事がんばってます！～ 

 

 

 私たちの法人では、日中活動として、主に受注作業を中心に提供しています。現在は４つ

の会社から材料を受注し、製品にして納品しています。受注作業は、納期が決められていた

り、間違ってはいけない等、緊張感を伴う分、やり切ることで大きな自信に繋がるという側

面もあると思います。私たちは、できるだけ多くの、様々な受注作業に携わってもらえるよ

う、道具や環境を工夫して日々支援しています。 

一方で、作業の準備や片付け、施設の清掃や役割を担うことも、社会人として仕事に取り

組む上で大切なこととして考えています。今号の表紙にもわたげで利用者さんに担っていた

だいている役割の一部を掲載していますが、ここでは、こういった活動で活躍をされている

Ｍさんをご紹介したいと思います。 

 

 

 Ｍさんは、受注作業も意欲的に行なっていますが、そ 

れ以外にもわたげで様々な役割を持って活動されてい

ます。 

通所するとすぐに、その日の昼食メニューを玄関ホー

ルのボードに書き（利用者のみなさんも職員も注目度

大！！）、昼食前には食堂すべての机拭き。わたげ玄関

の大きなガラス窓拭きを汗だくになってピカピカに磨

き上げてくれたり、女子トイレや洗面所の清掃、軍手や

手袋の補修（利用者、職員の約 40 名が使用するとすぐ

に指先の穴が開いた軍手がたまってしまうのです…）な

どなど。 

  

Ｍさんは、毎日自分の仕事として意欲的に行っており、

納品に外出したり、用事で早退する際は、真っ先にこれ

らの活動をどうしようと心配します。以前には、納品に

は行かないという選択をすることもありました。これら

の活動に対し責任を持っている表れであり、とても素晴

らしいことだと思います。ただそれが、プレッシャーに 

なり過ぎて生活に支障が

出 な い よ う 、「 業 務 依 頼

書」（左写真）というもの

を作成しました。早退等

でやむを得ずできない時

に、事前に代わりにやってほしいと任せていく書類です。

これに記入し職員にお願いしておくことで、安心して納品に外出したり、用事を行うことが

できるようになりました。 
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こういった活動の中には、業務としてお給料を設定して

いるもの、役割としてお給料が発生しないものがあります。

先日、役割として新しい活動をお願いしました。玄関に置

いているお客様用スリッパをアルコール消毒してきれいに

することです。スリッパを入れる引き出しも掃除する、ス

リッパの裏面は拭かないなど注意事項もあり、プリントに

してお見せしました。しかし、返事は「ＮＯ」でした。 

 

ご本人の雰囲気から、お給料が発生した方がやる気がで

る活動だったかなと思いつつ、お願いした職員がやり始め

ました。すると、途中から一緒に行い、後半はひとりで行

いました。そして「これはサービスの活動かな」と。なる

ほど、サービスって良い言葉だなと思いました。 

私は、「お手伝いをしてほしい」とお願いしたのですが、

場合によっては、職員が担っている仕事の一部を手伝ってくれませんかという捉え方もでき

るかもしれません。しかしサービスは、自発的に他人のために動くというイメージが強く感

じられる気がしました。Ｍさんもそういった言葉の使い分けをして、自分自身でこの活動へ

の意欲を高めたのかもしれません。 

 

ところで私は以前、ご自身が使用するスケジュール（Ａ４用紙横を 3 分割したサイズに

プリントした 1 日のタイムスケジュール）を、印刷された枠に沿って切り取る作業を導入

するか迷ったことがありました。受注作業以外のことを利用者さんにお願いして良いのかな

と。極端に言えば、受注作業のみに集中できるよう、

職員が一日の予定を立ててお知らせし、作業机には

材料と道具をきちんとセットしておき、着席したら

すぐに作業を始められるようにすることが、環境を

整え支援することだと思っていました。 

しかし今は、本人の自立、道具やスケジュールを

手がかりに、自分で判断し、選択し、それに対して

責任を持って最後までやり遂げる力を身に付けて

いくことをサポートするのが、支援者の役目なのだ

と思っています。 

 

 

自分が使用するスケジュールを切り取る技術があるなら自分で用意することは、余計な作

業ではなくて、ご本人にとって大切なスキルです。作業に必要な道具や材料を自分で用意す

る、ケーブル作業から仕切り折り作業に移る時は念入りに机上をほうき掛けして専用シート

を敷く等、お任せしてみると、分かってるよと言わんばかりにあっさり自分で行う人たちが

多いのです。そして自分で準備、片付けをしておしまいという流れは活動の区切りが明確に

なり、めりはりにも繋がっている様子でした。 

周囲が勝手に先回りして用意しておくことで、支援どころか、利用者の方々の持っている

能力を発揮する機会を奪う結果にもなりかねないのだと感じました。視覚的に情報提供する 
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責任者としてサインすることで、自分

の仕事という気持ちを持てるように

しています 

スリッパ拭き 



ことと同じくらい、新しい活動や経験の「機会を提供する」ことを大事に考えなければなら

ないと思わされます。 

  

 M さんは、職員の手がまわらずお願いすると、「出番！」とばかりに、快く引き受けてく

れることがたくさんあります。そして人のためになっている仕事だと感じると、活き活きと

一生懸命取り組む M さん、いつも頼りにしています！これからもよろしくお願いします！ 

                                  庄司恵美子 
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☆ 新任紹介 ☆ 

初めまして。 

6 月から「わたげ」の職員として勤めさせて頂いておりま

す、松原実乃里（まつばらみのり）と申します。大学では人

間福祉学を専攻しておりましたが、まだまだ未熟なため現

在も勉強中です。  

 

最近の趣味はウォーキングで地元である三浦海岸の海

を見ながら歩くことです。高校の 3 年間はソフトボール部

に所属しており、身体を動かすことは本当に大好きなの

で、体力には自信があります。力仕事以外のことでも困っ

たことがありましたら何なりとお申し付けください。 

 

仕事に関しましては、皆さんに一から教えて頂くことば

かりで、右も左もわからない状態ですが、一日でも早く利

用者様の名前や顔を覚えられるように頑張りますので、ご指導のほどよろしくお願い致し

ます。 
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わたげの正面玄関の窓拭き プロ並みの仕上がり！ 





た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内 

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たち

が、地域の一員として自分らしく生活していくために、必要な支援に取り組んでいる【社会

福祉法人横須賀たんぽぽの郷】の活動を支援する事を目的に組織されました。 

 

▼ 年 会 費  個人会員 １口   ３，０００円 

          団体会員 １口  １０，０００円 

 

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。 

郵 便 為 替 口 座 番 号     ００２４０－９－１７４７４ 

郵便為替口座加入者名     た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 

♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬♪♫♬ 

ボランティアさん 募集中 

わたげ・ふぁず・こっとんはうすで、自閉症を伴う方々と一緒に何か活動してみませんか？ 

作業の検品､余暇活動の支援､清掃等 

お手伝いをしていただける方がいましたら､ご連絡ください！！ 

    〈連絡先〉                                                 

わ た げ   電話：０４６－８４４－００３８ （担当：いまうじ） 

E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp 

ふ ぁ ず   電話：０４６－８８８－３９６１ （担当：さかい） 

E－mail：adz13970@ams.odn.ne.jp 

こっとんはうす  電話：０４６－８５２－８３５５ （担当：ひがしかわ） 

E－mail： tanpoponosato-ch-rg250e@jcom.home.ne.jp 
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  編集後記 ～編集部～ 

 

先日、我を忘れて童心に戻ってきました。そこは、普段から体を動かすことが苦手な私でも楽しめる

大自然に囲まれた「大人も楽しめるアスレチック」。アスレチックは樹木の地形を生かし、ほとんどが樹

の上に設置されているため、安全器具を付けて樹木の上を渡り歩く空中散歩を楽しみました。体力は使

いますが、それ以上に周りの自然の景色の美しさが、一層、大人も楽しめる理由の１つなのだと思いま

した。そして何よりも、深さ３０メートルの谷を利用してワイヤーを滑車に付けて谷越えしてくジップ

ラインでは、空中で遠くを見ていると、その開放感に思わず大きな声で「ヤッホー」と叫ぶ自分。 

なぜ、人は高い場所から遠くに向かって叫びたくなるのでしょうかね（笑） 

でも・・１つ言えることは､最高に気分は良かったぁ！！ 

これから暑～い夏がやってきます。ぜひ、夏バテすることなく乗り切るためにも、良く食べて、良く

寝る。そして、たまには童心に戻ると何となく疲れが吹き飛んでいるのでお勧めですよ！ 

                                       高橋（智） 

編 集 社会福祉法人 横須賀たんぽぽの郷   〒239-0824 横須賀市西浦賀３－１３－２１ 

TEL:046-844-0038／FAX：046-844-0036 E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp 
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